
 
No.４６ 平成１６年 ６月３０日  

■幹 事 報 告          掛谷建郎幹事  
本  日  の  卓   話 
６ 月 ３０ 日 （水） 
｢一 年 の 回 顧｣ 
会 長・幹 事 

１、 例会変更(北摂１１RCの例会変更) 
高槻東ＲＣ：７／２（金）たかつき京都 H に変更   

初年度家族例会のため 
２、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
１）2005～06年度国際親善奨学生試験結果報告   
北山夕華さん合格（顧問ロータリアンは簡会長）  
２）次年度地区資金の振込依頼 ■例 会 記 録 
前期分 一人当り 15,000円    第２１９６ 回例会  ６月 ２３日（水）晴       

●ロータリーソング「我等の生業」斉唱  ３）各クラブ周年記念にガバナー及びガバナーエレクト

出席の件について（地区協議会で説明済み）  
３、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 ■会 長 の 時 間         簡 仁一会長 
１）２004茨木フェステバル全体会議の案内 

 例会場のいばらき京都ホテルが１８日にホテル日航茨

木大阪として再スタートしました、特に飲食部門はスタッ

フが一新されたそうですので例会の食事も期待できそう

です。 

７／１（木）   於：会議所５Ｆ 
２）迷惑駐車防止用ビラの配布案内 
（入用の場合は市民活動推進課へ） 
 
４、理事会報告（新旧合同 6月 23日開催） 

 １９日に我々のスポンサークラブであります高槻ＲＣ

の創立５０周年記念講演会・コンサート・式典がありまし

た。講演会は作家の立松和平氏、コンサートは最近では「白

い巨塔」の音楽を担当した加古隆氏で、特別ゲストとして

二胡奏者の姜建華さんの演奏を聴かせていただきました。

また、記念事業として「夢・未来・プロジェクト」と銘打

った４つの事業を披露され、５０周年を節目に新たな時代

への意気込みが感じられました。 

１）組織構成の件 
  ７／7より入会者                   
安積氏、朱氏を親睦委員会へ配属     承認 
２）ロータリー１００・茨木４５周年式典次第の件 
                  原案通り承認 
  案内状にビュッフェスタイルとあったが、食事が 
出るのではと誤解を招くので食事が無いことを 
伝える。（ドリンクとケーキと果物程度とする） 
３）ロータリー１００・茨木４５周年担当割の件 
                  原案通り承認  昭和３４年にクラブ創立５年目で我々の茨木ＲＣをス

ポンサーされたそうです、新ためて敬意を表したいと思い

ます。 

  尚、詳しくは７月の例会卓話時に式典及び担当割に

付いての説明会を行う。 
４）ニコニコキャンプ登録の件 

   児童６／２３現在にて５名（５年生）の申し込み 
■出 席 報 告 が有り、他２名に声をかけているが返事なし。参 
第２１９６ 回例会 前々回（第２１９４ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ３０ (1０) 12  8 60 ％ 2 90 ％ 

加となれば７名となります。  
児童１人参加費 5,000円、青少年委員会より支出。 
  ロータリアンの登録は５０％で協力する。 



５）例会服装の件 
 ７月・８月と試験的に例会時の服装は品位ある自由（ラ

フ）な服装でも良いとする。 
尚、入口部に背広等をかけるハンガーを設ける。 
 
 
■委 員 会 報 告 
親睦活動委員会            掛谷幹事 
 次回 6月 30日は移動例会で新旧引継懇親会をかじか
荘で行います。開会は午後７時 
 送迎バスを利用される方は午後６時 30 分、ホテル日
航より出発します。 
 
 
■卓  話 
「年間活動報告」         各委員長 
 
◆インターネットコミュニケーション委員会   

野口委員長 
ホームページを適宜更新し、世界大会のＨＰとのリン

クを行い、会員および一般の方に世界大会のＰＲを行っ

た。 
ホームページに次週の例会卓話の予告を行った。 
例会場でFM放送を飛ばし聞きとり易くした。 
会員ホームページをパスワード入力で簡単にした。 
コメント 
 ホームページのアクセスも２４００になろうとして 
います。会員と一般の内訳はわかりませんが、ホームペ

ージの重要性は益々大きくなってきます。 
それに答えられるように、内容をさらに充実していかね

ばと反省しております。 
引継ぎ事項並びに要望 
 次年度も委員長を努めます。より皆様に役に立つホー

ムページにして行きたいと考えております。 
 
◆青少年・ＲＡ委員会          坂井委員長 
1．本年度少年少女ニコニコキャンプのホストクラブ
となり、前年度より経費削減を第一に考え計画を立

て、従来の府の野外活動センターより茨木市が運営

している茨木野外活動センターに場所を変更し、森

林活動だけでなく、2日目には市のプールを利用す
る計画を立て、今までにはなかった泳ぎも取り入れ

参加する、参加する少年少女達にも満足してもらう

プランを作成するも、台風の為にやむなく中止とな

る。協力を頂いた各RCの皆様に心よりお詫び申し
上げます。 
２．舞洲での秋のライラには茨木RACより一人参 
加する。春のライラについても研修派遣の予定。 
３．当クラブは年々会員数を減少し、青少年委員会 
は単独ではなくRA委員会との合同委員会である。 
本年度はローターアクトの年次大会のホストを 
引き受け、年度半ばより、活動の中心が年次大会 

の振り向けられた。が毎年行われている秋の養護 
学校での運動会は本年度もRAとの共同で行う。 
引継事項並びに要望 
次年度の申し送り事項として、茨木RAだけでな 
く他の委員会との共同事業を勧める。 
 
◆国際奉仕委員会            山口委員長 
ジョグジャカルタ三つ口手術の視察とスマトラ・タル

トゥン専門学校ヘコンピューターとプリンターの寄贈設

置の確認。 
コメント 

4月２５日～30日インドネシア（ジャカルタ、ジョグ
ジャカルタ、デンバサール）各ＲＣへ訪問、次年度もこ

の地区に対して何らかの援助が必要になってくるのでは

ないか。 
 
◆ロータリー財団委員会      橋本（秀）委員長 
年次寄付報告 
  上半期       １，７００＄   
下半期       １，７１２＄  
強化月間        ４９８＄  
合 計       ３，９１０＄ 
本年地区目標        一人当り１２０＄ 
クラブ実績 ３，９１０／３３名＝１１８．４＄ 
      ３，９１０／３０名＝１３０．３＄ 
準フェロー               １名（笠原） 
P・Hフェロー              ２名（掛谷、山田） 
  マルチプル・P・Ｈフェロー１回目  １名（山口） 

R財団国際親善奨学生の申請は面接の結果２名しまし
たが、６月１６日北山夕華さんが合格しました。 
コメント 

R財団の補助金はクラブや個人が易いよう申請手続き
が簡素化されたことを地区R財団委員会の横山守雄副委
員長より説明を受けました。クラブ独自の社会奉仕プロ

ジェクトや、国際奉仕プロジェクトを各種の補助金でサ

ポートするプログラムを実施する様に勉強したい。 
 
 
■ニ コ ニ コ 箱            日野岡副S.A.A 
※菊山会員にお世話になります         簡 
 
本日計２，０００円 累 計１，９８４，１８１円 

 
■次 回 卓 話 
「新年度方針」 
              会 長 ・ 幹 事 

 


